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                                      令和 4 年 12 月 23 日（金） 

 

  皆さんこんにちは。 

82 日間の２学期も今日で終わりとなります。 

２学期は、多くの行事があり、終わってみれば「あっ」という間でした。市駅伝競走大会

での粘り強い走りや英語弁論大会での活躍、３年生から引き継いだ運動部の新人戦での闘

い、JOC ジュニアオリンピックカップの出場、管弦楽部、合唱部の東北大会出場、絵画ポ

スターコンクール等での入賞など、そして、第 39 回桜木祭ではそれぞれが役割をしっかり

果たし、全員が、すばらしいハーモニーを響かせるため、学級ごとに一丸となって打ち込ん

だ姿は、感動とともに、五中のすばらしいチーム力をみることができました。一人一人が想

いを形にしようと、あきらめず挑戦し続ける姿こそが、感動を与えるものだと改めて感じま

した。また、五中代表として出場した３年２組と５組のけんしん郡山文化センターでの合唱

は、本当に見事でした。 

２学期は、３年生から１,２年生へと生徒会が引き継がれた学期でもありました。新役員

には、これまでの役員が築き上げた実績に、さらに積み上げ、五中生一人一人が充実した学

校生活が送ることができるよう、本校の課題を明らかにして取り組んでほしいと思ってい

ます。菅野会長よろしくお願いします。 

 

一方で、スマートフォン（携帯電話）やガムなどの不要物の学校への持ち込み、ネクタイ

の忘れ、ジャージ登校、タブレット端末の使用方法などで注意を受けた生徒がいました。一

学期終業式にも不要物の持ち込みについては注意をしました。この部分については成長の

跡が見られない状況です。非常に残念です。何が良くて、何が悪いか、みなさんは判断でき

る年齢です。「見つからなければ」、「面倒だから」、「このぐらいなら」など、ちょっと

した気の緩みが、今後の学習や部活などの大事な場面で、力を発揮できないことにつながり

ます。 

普段の生活で約束ごとを守って生活することがいかに大切か、普段の生活の中で正しい

判断ができない人は、大事な時に正しい判断ができません。各教科の授業への取組姿勢につ

いても同じです。今後、不要物の持ち込みや、授業中の態度、タブレット端末の使用につい

て、指導や注意を受けないよう、それぞれが２学期の学校生活を振り返ってください。 

 

次に、明日から 17 日間の冬休みとなります。冬休みの生活について、３つお願いがあり

ます。 

１つ目は、令和４年の自分を振り返り、令和５年を迎えるにあたって、１年後の自分の姿

をイメージして、新たな目標を設定してください。そしてその目標に向かって突き進んでく

ださい。努力はすべて報われるとは限りません。しかし、努力しない人が目標を達成するこ

とはありません。 

２つ目は、家族の一員として、手伝いをしてください。靴を並べる、食器を洗う、部屋の

掃除をする、など。毎日、家族の一員として手伝いをしてください。 

３つ目は、自分で決めたことや約束ごとを「徹底」してください。学習の時間、ゲームの

時間、起きる時間、寝る時間など、17 日間徹底して実践してください。 

 皆さんの中には、徹底し実践をしている人がいます。それは、１学期後半からスタートし

た週２回の朝の体力向上トレーニングです。毎回約 50 名が参加しています。天候に関わら

ず、自分で決めたことを継続しており、体力向上はもちろん、部活動等にも生きてきます。

学級や部活動以外に、同じ目的を持って取り組む仲間がいることでさらにがんばろうとい

う気持ちにもなります。是非継続してください。そして、多くの生徒の参加を期待していま

す。何事も「徹底」です。 

 

以上の３つは、３学期の学校生活に必ず生きてきます。１月 10 日の３学期始業式にみな

さんが元気に登校することを楽しみにしています。 

それでは、よいお年を迎えてください。 

          郡山第五中学校長 小山健幸 


